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第６回図書館で夢を実現しました大賞の結果及び 

鳥取県立図書館のビジネス支援２０周年記念Ｂｉｚフォーラムについて 
 
１ 第６回図書館で夢を実現しました大賞 ※隔年で開催 

図書館のビジネス⽀援機能を県⺠に広く周知するため、⿃取県内の公共図書館を活⽤して起
業、商品開発、技術開発、経営改善等を行った事例を公募し、優秀な事例を表彰しました。 

また、受賞者には夢を実現するまでのサクセスストーリーを漫画にして贈呈しました。 
（１） 受賞者 

最優秀賞 堂計画室 代表 生田 昭夫氏 
内  容 最近の建築物には木を使ったものが少なく、子どもたちにも木に触れる機会

を作りたいと考え、木の絵本を製作。倉吉市立図書館で製本の方法や絵本の
題材、挿絵の参考資料などの資料相談を行って現在までに5 タイトルを製作。 

優 秀 賞 合同会社ＴＲＩＣＯのとう接骨院 代表社員・院⻑ 野藤 博司氏 
内  容 柔道整復師の経験をもとに地域住⺠の健康を守ることを目指して地元で開

業。創業前に、県立図書館の相談会に参加して図書館の資料を活⽤。 
優 秀 賞 小取舎 代表 村瀬 謙介氏 
内  容 小取舎は⿃取にちなんだ作品を扱う出版社設立。本の企画から編集、取次を

一人で行っているため、編集やマーケティング、デザインに関する資料など、
図書館で情報収集を行っている。 

（２） 表彰式 

ア 日  時 令和７年３月１日（土）午後１時 
イ 会  場 ⿃取県立図書館 ２階 大研修室 
ウ 参加者 ７２名（登壇者・スタッフ含む）  

 
２ 鳥取県立図書館のビジネス支援２０周年記念Ｂｉｚフォーラム 

⿃取県立図書館のビジネス⽀援サービスを開始してから２０年目のメモリアルイヤーを迎え
ることを記念し、上記１の表彰式に続けて開催しました。 

（１） 日時 

令和７年３月１日（土）午後１時３０分 
（２） 会場 

⿃取県立図書館 ２階 大研修室 
（３） 内容 

ア 記念講演 

演題 「⿃取で起業するということ」  
講師 宇佐美 孝太氏（株式会社Ｓｋｙｅｒ代表取締役）  

人口の少ない⿃取だからできる最先端のドローンビジネスについて。地方にいる若者の
将来の選択肢を増やせるような仕組みや機会づくりをしていきたいと、起業を考えるよう
に。 

若者が地方で働いてみたいと思うためには最先端のビジネスであることが必須と考え、
テクノロジーとインターネットというキーワードで事業を模索していたところ、２０１５
年に首相官邸にドローンが墜落したというニュースを聞いた。最初はドローンが何かも知
らなかったが、調べるうちに最先端のドローンビジネスに可能性を感じるように。 

しかし、ドローンを飛ばすには様々な制約が生じ、広い土地が必要だったため人口の少
ない⿃取だからできる企業ではないか考え、２０１６年にＳｋｙｅｒを設立した。 

現在では⿃取県と連携し、特に夏場に増える⿃取砂丘の観光客の熱中症患者の早期発見
にドローンを役立てている。創業者向けには、SANDBOBOXTOTTORI 創業時の統計デ
ータを使った創業計画や経営方針、失敗したことなど事例をあげながら紹介された。  
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イ ミニ講演会 

演題 「公立図書館におけるビジネス⽀援とは？」  
講師 竹内 利明氏（ビジネス⽀援図書館推進協議会会⻑・元電気通信大学特任教授）  

２０００年１２月からビジネス⽀援図書館推進協議を開始し、全国に７００名近く受講
した司書がいる。全国にビジネスライブラリアンがいることを紹介された。 

行政との距離が近い⿃取県では、行政や地域を巻き込みながら図書館のビジネス⽀援サ
ービスが 定着した。住⺠の皆様は、⿃取県立図書館でぜひ資料相談（レファレンス）をし
てほしい、思わぬ情報が司書から出てくることもあり、そればビッグビジネスにつながる
こともある、と紹介された。 

 
ウ パネルディスカッション  

テーマ 「成功事例から学ぶ、図書館を使い倒す方法論」  
コーディネーター 延原 清隆氏（日本政策⾦融公庫国⺠生活事業⿃取⽀店融資課⻑） 
パネリスト 増田 晋也氏（アイメモリア株式会社 代表取締役） 

山田 大樹氏（稲妻飯店店主） 
生田 昭夫氏（堂計画室代表） 

パネリスト３名の事業の紹介をされたのち、図書館をどう活⽤したか紹介された。  
特に、生田氏のお話に参加者がひきつけられる場面もあった。 
生田氏は自身のプロフィールを紹介するとともに、投入堂の修繕の際に必要な図面が東

京学芸大学にしかなく、閲覧する際に大変苦労されたことを紹介。また、⿃取市では昭和
初期に地震・戦争・大火が立て続けにあり、資料の多くが消失したことで、過去の資料を
見つけることの難しさを語られた。 

さらに自らが昭和初期に撮影された写真を持参。⿃取市袋川沿いにあったバラックの写
真をステージ上で紹介され、地震・戦争・大火の影響で家を川沿いに作って暮らしていた
のが昭和６０年代まで残っていたということを、図書館に何度も通って新聞を使いながら
その事実を調査していったと紹介。図書館にはそういった力があり、調査のためにはぜひ
図書館を使ってほしいとした。 

山田氏も「創業するときには失敗してもいいからやってみようという気持ちが大切」と
紹介され、増田氏も「自分では探せなかった情報を司書に聞いたら知ることができる」と
話された。 
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受賞者、Biz フォーラム登壇者 
 
【表彰式】 
（左から）受賞者の生田 昭夫氏、村瀬 謙介氏  ※野藤 博司様は欠席 

 
【Biz フォーラム】 
基調講演 宇佐美 孝太氏                ミニ講演 竹内 利明 氏 

   
パネルディスカッション 
コーディネーター：延原 清隆氏 
パネリスト：増田 晋也氏、山田 大樹氏、生田 昭夫氏 
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